
  

 

 

 

～参観日へのご来校ありがとうございました～  

参観日へのご来校いただき、ありがとうございました。新学期が始まって１０日が過ぎ、新しい先生との出会い、

新しいスタートを切った子どもたちの様子は、どうだったでしょうか。１年生は少しずつ学校生活に慣れてきて、朝

の準備も一人でできるようになってきました。２～６年生は、進級して頑張りたいという気持ちをもって生活してい

るのがよく伝わってきます。今の気持ちを大切にしながら、自分の良さに目を向け、学校生活を送れるよう、見守っ

ていきたいと思います。 

PTA総会でお話をする機会をいただきました。そこで、本校のグランドデザインの説明と、ある生徒の生活記録を紹

介させていただきながら、以下のようなお話をさせていただきました。 

 

・子どもは子どもの中で、ともに育つ   …子どもは子どもとの関係の中で成長します。その成長を、ご家庭と

学校とで共に見守り、時に支えていきましょう。 

 

・子どもは未熟な存在ではなく、一人の人格…大人の表情を敏感に読み取り、理不尽さも感じ取ります。 大人と同

じ、感情の世界をもつ存在であるのと同時に、大人よりもずっと吸

収しやすい、優しい存在であることを、私たち大人が理解し、共に

関わっていきましょう。 

 

・共感し、子どもの良さを伸ばす「言葉」 …その子どもたちの思いに共感し、学校と家庭が子どもの思いを共有

しながら、子どもの成長をサポートする言葉を大切にしましょう。

「ゆっくり」な子ども→「丁寧」な子ども  

「落ち着きがない」→「探究心」がある 

「こだわりがある」→「集中できる」ということ  

「慎重」であるのは→「責任感」があるということ  

 

子どもを真ん中にして、子どもの思いを大切にしていくためには、家庭と学校が共に手を携えることは不可欠です。

ご心配なことはいつでも学校にご相談ください。子どもの思い、お家の方の思い、担任の思いを共有して、子どもを

温かく見守り育てていきましょう。 

 

私は、子どもの思いはもちろん、お家の方の思い、そして関わっている担任の思いを互いに共有し、家庭と学校と

が共に子どもを支えていくことが、朝日のような笑顔の子どもを育てることにつながる近道だと思っています。 

１年間大変お世話になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

また、この日は、午前中に民生児童委員の皆様もご来校くださり、子どもたちの様子を見ていただきました。社会

の授業で、信濃の国を一緒に歌ってくださったり、各学級で知っている児童に声をかけて下さったり、子どもたちの

輪に入っていただき感謝です。「子どもたちがとても元気に学んでいた」「先生方が生き生きと授業をしていた」とい

った感想をいただき、嬉しく思いました。民生児童委員さんの小学校時代のお話や校歌の話、地域でも学校を支えて

いただいているお話もたくさん伺い、地域に愛されている東小を実感した時間となりました。 
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～ちょっとうれしいできごと～  

 校長室の一角に、大谷翔平選手が贈ってくれたグ

ローブが置いてあります。大事に飾ってあるように

見えますが、もちろん、いつでも子どもが使っていい

ようになっています。 

４月に入ってからも数回、３年生を中心に、グロー

ブを借りに来て、校庭でキャッチボールをする児童

がいました。この写真は、その子どもたちがグローブ

を返してくれたあとの写真です。まるで、誰も使って

いなかったように、校長室にずっと飾ってあったよ

うに、丁寧に戻されていました。 

 時間いっぱい校庭で遊んだ後は、授業が始まるまで、時間がありません。早く教室へ戻らなければならない中、「失

礼します」と私に声をかけ、校長室に入り、丁寧にグローブを並べてくれました。ボールもそっと置いてくれました。 

 「当たり前のこと」かもしれませんが、この「当たり前のこと」がきちんとできる東小の子どもたちが、私は素晴

らしいと思います。そこには「配慮」があるからです。心を使っているからです。あまりにうれしくて、上の写真を

撮りました。 

 

 学校にいられる日は、できるだけ昇降口で「おはよう」と挨拶しています。信号機のそばで桜井さんが子どもたち

の見守りをして下さっているので、大変心強く、玄関で子どもたちを迎えられることを幸せに思います。 

 今朝、「おはよう」と声をかけた６年生が、その場に立ち止まって、帽子をとって、「おはようございます」と挨拶

してくれました。あまりにも素晴らしい姿で、「すばらしい挨拶！そんな挨拶ができる人はなかなかいないと思うよ」

と声をかけると、その子は、「僕は野球をやっているので」と教えてくれました。 

 野球をやっているから、そういうあいさつができるわけではないと思います。野球を通して、

相手に礼を尽くすことの大切さを学んだからこそ、野球ではない場所で、同じように礼を尽く

せるのだと思います。 

 すてきな６年生がいること、その６年生が東小を引っ張ってくれることを、大変うれしく思

いました。 

 

～子どもたちのお散歩に参加しました～  

 ３年生がたつの海にいくというので、あとから参加させてもらいまし

た。桜がまだ少し残っていて、お天気も良く、子どもたちは元気に遊具

で遊んでいました。 

たつの海の周りを走る！という話になり、急遽10人くらいのマラソン

大会も行われました。びっくりするくらい速く走って帰って来る子、の

んびり歩いてみる子、最後まであきらめないで走り切った子、遊具の上

から応援する子、それぞれが春

の日差しの中、それぞれの楽し

み方をしている姿がとても素敵でした。 

３年生の好きな食べ物を教えてもらったり、どうも人気のラーメンの味は

味噌、テンホウが人気、ということを教えてもらったりして、楽しい時間を過

ごしました。これからも時間がゆるせば、子どもたちの活動に一緒に混ぜても

らいながら、一緒に学んでいきたいと思います。  


